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［拠点形成の目的］ 

高知大学が掲げる、人と環境が調和のとれた共生関係を保ちながら持続可能な社会の構築を志向

する「環境・人類共生（環・人共生）」の精神を具現化するには、人間社会と自然環境の関わりの

中で水やバイオマス等の物質循環系を解明・最適化する異分野横断型のアプローチが不可欠です。 

また、一次産業・１．５次産業を基盤とする高知県において、地域再生のために持続的な「雇用創

出」を産み出すには、第一に安全・高品質な食料を育む健全な環境を持続的に維持する必要があり、

バイオマス・水・エネルギー循環を一体とする環境に配慮したゼロエミッションの地域循環型シス

テムの確立が不可欠と考えられます。

このような背景を踏まえて、申請者らは高知大学自然科学系研究プロジェクト「地域再生に寄与

する革新的な水・バイオマス循環システムの構築（平成２２～２７年度）」および科学技術振興機

構戦略的創造研究推進事業ＣＲＥＳＴ「気候変動を考慮した農業地域の面的水管理・カスケード型

資源循環システムの構築（平成２１～２６年度）」を行ってきました。これらの研究により、農業

地域で発生する廃水・廃棄物から価値ある製品を産み出す革新的なリサイクル技術（カスケード型

資源循環システム）を開発するとともに、流域水環境管理のための各種水質浄化技術の開発、マン

グローブ域の炭素循環系の解明、赤潮を防ぐ環境の構築、木質バイオマスの有効利用等の研究を進

めてきました。 

本プロジェクトでは、上記の取り組みをさらに発展させ、高知大学を「革新的な水・バイオマス

循環システム」の研究拠点へと発展させることを目的としています。具体的には、南国土佐を中心

とした日本からアジアの発展途上国にかけての都市域、農村地域、沿岸地域という様々な地域社会

を対象として、人間社会と自然環境の関わりの中での水・バイオマス等の物質循環系を明らかにし

ます。さらに、環・人共生を実現するために必要な、各種の環境保全技術および水管理技術の開発

を目的とします。 

［拠点形成計画の概要］ 

上記に示したこれまでの研究成果を基盤として、本研究では高知大学を「革新的な水・バイオ

マス循環システム」の構築を目指した研究拠点へと発展させることを目的とします。具体的には、

将来の人口減少が確実な日本（高知）、および今後の経済発展と人口増加が想定されるアジアの

発展途上国の対照的な２流域を対象として、都市域・農村地域・沿岸地域とそれら全体を含む流

域全体での水・バイオマス循環を最適化する、以下の各種基礎研究および技術開発を行います。

１）都市域における水管理システムの開発と実装

 人口減少社会に対応した「都市域水管理システム」の構築

 人口増加が予想される発展途上国に適応した「都市域水管理システム」の構築

 消費エネルギーの大幅削減を実現する革新的な造水技術・廃水処理技術の開発

２）農村地域の面的水管理システム・カスケード型資源循環システムの構築

 過疎高齢化が進行する農村地域に対応した「水インフラ管理システム」の構築

 アジアの発展途上国の持続可能な発展を支える「農村開発支援プログラム」の開発

 農業系廃棄物から付加価値を創出する「カスケード型資源循環システム」の構築

３）沿岸地域におけるバイオマス循環の解明と水環境管理に関する研究

 マングローブの永続的利用のための「環・人共生マングローブシステム」の構築

 沿岸閉鎖性水域における赤潮発生機構の解明と赤潮防除策の構築

４）環・人共生を実現する流域水・バイオマス循環システム構築のための評価・解析手法に関

する研究

 対象地域の地理情報システムの構築と水・バイオマス循環システムの広域展開

 水・バイオマス循環と地域社会との関わりの評価手法の構築
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